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所の嵐山D群 (全61頭,0歳 :6頭,1-2歳 :
15頭,3-4歳 :9頭,5歳以上 :31頑)であっ
た｡馴染みのある食物としてサル用固形飼料 (オ
リエンタル酵母社製)が,新奇食物として匡形キャッ
トフード(エッフェムGmbH社製プレッキーズ,
ビーフ味)が用いられた.各食物の呈示は通常の
給餌 (午前11時頃)とは別個に,午後1時以降に
実験セッションとして行なわれた｡1セッション
で呈示する食物は固形飼料かキャットフードのい
ずれか1種類のみであったO各食物を1粒呈示
し,それがいずれかの個体によって摂取されるま
でを1試行とした｡1セッションに400-900試行
が行なわれた｡試行間間隔は特に定めず,呈示さ
れた食物が摂取され,摂取個体と食物呈示から摂
取までの潜時を記録したのち,次の1粒が呈示さ
れた｡
結果より以下のことが明らかになった｡固形飼
料の場合は,まずαオスが,次にメスガシラが取
るというように,ほぼ競合的相互作用より明らか
にされている順位に従って,優先的に食物をとる
ことができた｡一方,キャットフー ドの場合には,
獲得優先権はやはりこれら高順位個体にあるが,
彼らはすぐには摂取せず,その受容については1
-2歳の若年個体が先駆的な役割を果たした｡
なお,平成2年度共同利用研究報告雷未提出者
はいない｡
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